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1 はじめに
近年，多くの人がストレスによる心理問題を抱えて

おり，社会問題にもなっている．しかし，カウンセリン
グを受けるには時間的，金銭的負担が少なくない．そ
こで，誰でも気軽に受けられるカウンセリングシステ
ムが求められている．既存のカウンセリングシステム
は人間の言葉でよく用いられる同義語や類義語，婉曲
表現といった言語の多様性により，そもそも利用者の
発言意図を理解することが難しい．ユーザの質問に対
してより高い精度で答えを与えるカウンセリングシス
テムを構築するために，ユーザがどのような心理的問
題を抱えているか分析することが重要だと考えられる．
本研究では，ユーザの質問文を入力とし，どのような
問題に属するか判別する文書分類手法を提案する．

2 分類手法の概要
本稿で提案する手法ではユーザが入力した質問文を

分析するために LDAモデルを使い，LDAの分析結果
を用いて未知の文書を分類する．分類の流れを図 1に
示す．

2.1 LDA（Latent Dirichlet Allocation）
LDA[1] は，文書の生成過程を確率的にモデル化し

たトピックモデルの一つであり，一つの文書中に複数
のトピックが存在することを表現できる潜在的意味解
析手法である．LDAによって，文書を構成するトピッ
クの多項分布及び各トピックを構成する単語の多項分
布を表現することができる．LDAにおいて文書は，ま
ずその文書のトピック分布に従いトピックが選択され，
そのトピックの単語分布に従って単語が選択される過
程で生成されると仮定される．LDAモデルのグラフ表
現を図 2に示す．αはトピックの事前分布のｋ次元の
ハイパパラメーターであり，β はトピックの単語分布
のパラメーターである．また，Nは文書中の単語数を
表す．αと β が与えられたとき，トピックの混合分布
θ，N個のトピック集合 z，N個の単語集合wは式 (1)

によって与えられる．

P (θ,z,w|α, β) = p(θ|α)
N∏

n=1

p(znθ)p(wn|zn, β) (1)

ここで，θと β は潜在的なパラメーターであり，文書
を観測したとき，この θと βを推定することで文書が
どのようなトピックで成り立っているか推定できる．

2.2 文書の分類
本研究ではデータベースの問題文数と単語数によっ

て，α = 50
トピック数，β = 0.1，k = 50と設定した．LDA
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図 1: Flow of the classification method

図 2: Graphical model representation of LDA

モデルによって学習データからトピックごとの単語分
布を生成し，問題タグごとに各トピック分布を生成す
る．単語分布とトピック分布の例を表１に示す．

未知文は形態素解析器 [2]により，形態素単位に分割し
た．本稿では形態素単位に分けられた語を単語として
扱う．単語ごとにその単語がどのトピックに属するか
を判別し，そのトピックがどの問題タグに属するか判
別することで，単語ごとに問題タグを判別する．なお，
判別には生起確率を用いた．対象の単語の生起確率が
最も高いトピックをその単語が属するトピックと判別
する．トピックも同様に，対象のトピックの生起確率
が最も高いタグをそのトピックが属するタグと判別す
る．これを未知文中の全ての単語に対して行い，未知
文中で最も多く出現した問題タグをその未知文の問題
タグとする．
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表 1: The Example of the Distribution of Words and Topics

TOPIC.14 TAG.1

単語 生起確率 トピック 生起確率

彼女 0.116900 Top.14 0.242518

終了 0.043869 Top.32 0.004342

彼 0.039412 Top.46 0.003237

愛 0.021050 Top.2 0.002921

恋愛 0.020210 Top.18 0.002763

好き 0.020188 Top.3 0.002684

私たち 0.014798 Top.26 0.002658

私 0.014798 Top.11 0.002632

相談 0.013178 Top.38 0.002342

3 実験
提案手法の有効性を確認するため，LDAによる文書

分類実験を行い，TF・IDFによる文書分類法を比較対
象として比較実験を行う．Liuら [4]を参考に実験用の
データベースとして世界最大の中文知識問答プラット
ホーム BAIDUZHIDAOからよく質問されている典型
的な心理問題文の内，3種類（恋愛，人間関係，自己
認識）を収集した．恋愛に関する問題文は 387問，同
僚，クラスメート，友達との人間関係に関する問題文
は 395問，自己認識に関する問題は 215問，計 995問
の問題文を収集した．サンプリング調査法により，995

問から問題タグ毎にランダムにそれぞれ 100問ずつ選
出し，Leave-one-out交差検定方法により，提案手法と
比較手法の文書分類を各 300回行った．

3.1 TF・IDFによる文書分類法
TF・IDFは，文書中の単語に関する重みの一種であ

り，主に情報検索や文書要約などの分野で利用されて
いる．TF・IDFは，TF（単語の出現頻度）と IDF（逆
文書頻度）の二つの指標に基づいてを計算される.単語
iにおける TF・IDF値は式 (2)によって与えられる．

TF · IDF = tfij × idfi =
Dij∑
k Dkj

× log
N

ni
(2)

ここでDijは単語 iの文書 jにおける出現回数，
∑

k Dkj

は文書 Dj の総単語数，Nは総文書数，ni は単語 iを
含む文書数である．TF・IDFは単語 iの文書に対する
区別性を表している．しかし，一般的な TF・IDFの
計算式は文書の類別の違いを考慮しておらず，文書分
類における単語の正しい重みを算出できない問題があ
る．Kuangら [3]はこの問題に対して，文書の類別の
違いを考慮した TF・IDFの式を提案した．式 (3)に
Kuangらが提案した式を示す．

TF · IDF · Ci = tfij × idfi × Ci

=
Dij∑
k Dkj

× log
N

ni
× 1

ni −mi + 1
(3)

ここでmiは単語 iを含む文書の総数である．文書内の
全単語に対する TFIDF・Ci の値の集合をその文書の
TF・IDFとし，TFIDF ′ と表す．本稿では TFIDF ′

を使用した文書分類法を比較対象とする．分類手法の
流れとしては，まず未知文のTFIDF ′を算出し，デー
タベース内の各文書TFIDF ′とのコサイン類似度を算
出する．コサイン類似度が高い文書を上位 10個選出

表 2: The Results of the Classification of LDA MethodXXXXXXXXXXXX問題タグ

分類結果
恋愛 人間関係 自己認識 正解率

恋愛 83 14 4 83.0%

人間関係 12 80 8 80.0%

自己認識 7 15 78 78.0%

総正解率:80.3%

表 3: The Results of the Classification of TF・IDF methodXXXXXXXXXXXX問題タグ

分類結果
恋愛 人間関係 自己認識 正解率

恋愛 67 25 8 67.0%

人間関係 19 64 17 64.0%

自己認識 16 27 57 57.0%

総正解率:62.6%

し，10個中最も多いタグを未知文のタグとする．

3.2 実験結果
実験結果を表 2と表 3に示す．提案手法と比較対象

の問題タグ毎に 100個の問題が分類された分布を表す．
提案手法は問題タグごとの正解率は全て 75％を超えて
おり，総正解率も 80.3% の精度で判別できていること
が分かる．さらに，提案手法を比較対象と比べ，提案
手法の問題タグごとの正解率は全てにおいて比較対象
を 16%以上上回っている．このことから，提案手法は
恋愛，人間関係，自己認識などの複雑な心理問題を分
類可能な高い分類能力を持っていると考えられる．

4 おわりに
本稿では，カウンセリングシステムにおける LDA

を用いた問題分類手法を提案した．判別実験において，
提案手法の有効性が示唆された．今後の課題としては
より多種類の問題に対応する実験を行い，回答文を出
せる手法を計画することで，カウンセリングシステム
を実装する．
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